
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2021年9月28日

派遣決定番号 213L

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 市長　宮田　達夫

担当者部署 連絡先電話番号 0294-72-3111

担当者役職 主幹 担当者氏名 根本　典子 連絡先E-mail somu2@city.hitachiota.lg.jp

住所

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2021年9月22日 9時00分 10時30分 0 90

派遣形態 支援・助言（オンライン）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

5 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

313-8611　茨城県常陸太田市金井町3690番地

安江　輝

大変よい

　長野県伊那市で行っているデジタル技術を活用した先進的な事例について紹介していただいた。ネット上に公開させている
情報だけではなく、内部的な話についてもお伺いできたことは、当ワーキンググループの事業立案を検討していくうえで、有
意義な情報と感じた。
　私どもからの質問に対しても的確に、さらに関連した情報を含めて回答していただきとても参考になった。
　当市の不慣れなＺｏｏｍの対応にも柔軟かつ穏やかに対応していただき好感が持てた。

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

　次回は伊那市のサテライトオフィス等の環境整備についてもお伺いさせていただければと思います。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

常陸太田市役所

総務部総務課

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

　地域商業の活性化を図るため、サテライトオフィス等の環境整備、未来技術を活用した事業（無人
ドローンによる物流や遠隔医療の導入等）を当市ワーキンググループで検討している。

　当市において未来技術の活用することが有効となるのか。広い土地を持ち、少子高齢化、人口減少
が進む当市にとって、診療の受診や買い物をする際の交通の不便さが課題となっている。また、地域
産業においても人口減少等の影響を受けており、市内の産業の従業員数の減少が著しく、地域産業の
復興も大きな課題となっている。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

人数

市役所職員

○掲載可

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

　当市ワーキンググループ活動により、政策的な事業を立案する。事業を市長へ提言し、担当課へ引
き継ぎ、事業の実現につなげる。

　現在検討中の事業内容については、上記の事業の課題・問題点にて記載。

　長野県伊那市の先進的な事例（情報通信ネットワークの構築、無人ドローンによる物流や遠隔医療
等）について、導入の流れ、組織体制や採算性についてなど情報提供いただいた。

　各事業の予算面や組織体制等、事業を検討するうえで参考となった。
　アドバイスによる具体的な改善や解決については、今後ワーキンググループ活動の中で吟味してい
く。

　当市の課題解決における未来技術の活用についての検討。（無人ドローンによる物流や遠隔医療等
の有効性について）

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない



アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

最も当てはまるものリストより選択下さい

　未来技術を活用による交通の不便解消や地域産業の活性化

⑤その他

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

　ワーキンググループ内でアドバイスによる事業内容の検討を進めていくため、アンケートは未実
施。


	報告書第１日目

